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永山亜樹さんの言葉から 
 

中西 チヨキ 
 
はじめに感じたのは、言葉のシンプルさだった。 
その言葉はだんだん重ねられていった。 
重ねられた言葉が描きだしたのは、共歩から生まれた亜樹さんの発
表そのものだった。 
亜樹さんの純なこころだった。 
 
亜樹さんと共歩された方との共歩は、真の共歩だった。 
真の共歩から生まれたもの、それは亜樹さんの言葉、顔の表情、し
ぐさ、声の響きに現れていた。 
 
発表が終わってすぐ、私ははずんだ声でとなりの友人に、前にいる
友人に話しかけていた。 
「純な感じがした、感動した」と。 
 
発表が終わって、まわりの人といっしょに「純な感じがした」など、
感嘆の声を上げたその場面や雰囲気が、今でも鮮やかに甦る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（なかにしちよき） 


